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■2018年3月期 
第2四半期 

連結業績の実績  

1 



◆パーティション市場の動向 
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■主な指標 
「民間非住宅建築着工床面積」 
「日本パーティション工業会販売高」 
「都心5区オフィスビル空室率」 
 

・民間非住宅建築着工床面積 
  ⇒1.9％の微増 

・工業会の販売高実績 
  ⇒1.1％の微減 

・都心5区オフィスビル空室率 
  ⇒3.2％まで低下 
 
上期のパーティション需要としては厳し
い環境条件であった。 
 

2010~2016年までは、3月時点の年計、実績 
2017年については、「民間非住宅建築着工床面積」は9月年計、「日本ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ工業会販売高」は6月年計 
          「都心5区オフィスビル空室率」9月時点の実績 

            



◆2018年3月期第2四半期 実績 
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■売上高 

お客様のニーズに合った提案や
サービスの提供を行うことに重点
をおき活動したが、競合他社との
競争激化の影響などにより減収。 

■損益面 

物件毎の収益管理の強化を図りな
がら利益確保に重点をおいて活動
した結果、営業利益、経常利益は
増益。 

■設備投資 

【 2億60百万円の内訳】 
  ・生産設備  ： 56百万円 
  ・情報システム：1億4百万円 
  ・その他   ： 18百万円 
  ・国内子会社 ： 12百万円 
  ・中国子会社 ： 70百万円 

■１株当たり配当金 

計画通りの23円。 
 

※2017年10月27日に、2018年3月期第2四半期累計期間の業績予想を修正 
 



◆売上高・営業利益の増減分析 
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■売上高 139億9百万円 
     （2億29百万円の減収） 

【増収要因】 
・地方エリアでは主に公共施設が好 
 調に推移 
・中国では代理店営業のコンピュー 
 ター市場向けパネル製品が好調 
⇒3億92百万円の増収 

【減収要因】 
・東京エリアでは空室率の低さもあ 
 りオフィス市場が低迷 
・工場では大型案件の減少と期初の 
 受注残高減少の影響 
⇒6億21百万円の減収 

■営業利益 1億48百万円 
      （9百万円の増益） 

【増益要因】 
・製造モノづくり改革による原価低 
 減、荷造運賃、減価償却費など経 
 費削減 
・子会社の業績改善 
⇒2億13百万円の増益 

【減益要因】 
・販売数量の減少 
・残業時間増による労務費の増加 
⇒2億4百万円の減益 

-229 

医療・福祉 
+20 

その他 
+13 

中国 
+141 

地方エリア 
+218 

東京エリア 
-113 

工場 
-508 

(単位：百万円) 

増収分392 減収分621 

18/3月期2Q 17/3月期2Q 

増益分213 減益分204 

18/3月期2Q 17/3月期2Q 

+9 

子会社の 
業績改善 

+80 

労務費の増加 
-64 

販売数量の減少 
-140 

原価低減 
+84 

経費削減 
+49 

(単位：百万円) 

【売上高】 

【営業利益】 



◆市場セグメント別 売上高 
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■オフィス市場 
 ・大型オフィスビルの供給が少なく、連鎖する 
  移転需要も低迷 
 ・更に空室率の低さから移転しにくい環境条件 

 ⇒売上高：64億92百万円 
     （前期比ほぼ横ばい） 

■工場市場 
 ・大型案件が減少し、期初受注残高減少も影響 
 ⇒売上高：34億53百万円 
     （前期比10.8％減少） 

■医療・福祉市場 
 ・設計織込活動が成果につながる 
 ・全国に販売強化した事で病院向けの販売が好 
  調に推移 
 ⇒売上高：17億92百万円 
     （前期比2.8％伸張） 

■学校市場 
 ・官公庁、設計事務所への活動を重点化した結 
  果、受注が好調に推移 
 ⇒売上高：8億60百万円 
     （前期比3.1％伸張） 

 

18/3月期2Q 17/3月期2Q 

14,138 13,909 



◆貸借対照表 
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■総資産 
 6億54百万円減少の332億69百万円 
 
■自己資本比率 
 0.9ポイント増加の65.4％ 
 
■設備投資実績 
 2億60百万円 
 
 【主な内訳】 
  ・コマニー 
   生産設備        56百万円 
   情報システム     1億4百万円 
   その他         18百万円 
  ・国内子会社       12百万円 
  ・中国子会社       70百万円 
 



◆キャッシュ・フロー 
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・営業キャッシュ・フローは、売上債権の減少、減価償却費、税金等調整前四半期純利益などによる増加 
 により、前期差4億57百万円の増加。 

・フリーキャッシュ・フローは、前期差9億65百万円の増加。 

・財務キャッシュ・フローは、借入金の返済、配当金の支払などによる減少により、前期差7億7百万円の 
 増加。 



  

■2018年3月期 
連結業績の予想 
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◆パーティション市場の予想 
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「民間非住宅建築着工床面積」「都心5区オフィ
スビル空室率」 「日本パーティション工業会販売
高」実績推移を確認。 
 
・民間非住宅建築着工床面積 
 ⇒微増ではあるが増加傾向 

・都心5区オフィスビル空室率 
 ⇒直近9月において3.2％ 

・日本パーティション工業会の上期販売高の月別 
 年計の推移 
 ⇒今期に入って上昇に転換 
 
首都圏のオフィス市場においては、移転しにくい
環境条件が継続しつつも、オリンピックに向けた
建築需要や2018年に向けて大規模オフィスビル
の供給も増加する見込みであり、パーティション
の需要は確実に上向くと予想。 
 



◆連結業績予想 
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・売上高は前期比3.0％伸張の320億円、営業利益は前期比62.0％伸張の17億80百万円を予想。 

・１株当たり配当金は、年間で1円増配の47円を予定。 

・設備投資は、下期9億46百万円を計画し、通期で12億６百万円を計画。 

 



◆売上高・営業利益の増減要因 
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■売上高 320億円 
  （11億59百万円増収を計画） 

【増収要因】 
・東京エリアではお客様接点強化 
 と高付加価値商品の提案 
・医療・福祉市場では設計織込活 
 動の取り組み継続 
・工場市場では上期受注残の積み 
 増し 
・中国ではコンピューター市場お 
 よび病院市場への販売 

 

医療・福祉 
+36 

その他 
+169 

中国 
+344 

東京エリア 
+340 

工場 
+268 

増収分1,159 

18/3月期（予） 17/3月期 

(単位：百万円) 

上期実績 
-229 

+1,159 
下期 

増益分996 減益分324 

18/3月期（予） 17/3月期 

子会社の 
業績改善 

+118 

労務費 
の増加 
-45 

販売数量 
の増加 
+278 

原価低減 
+600 

経費の増加 
-170 

(単位：百万円) 

上期実績 
+9 

原材料コスト 
の増加 
-109 

+672 
下期 

■営業利益 17億80百万円 
  （6億72百万円の増益を計画） 

【増益要因】 
・販売数量の増加 
・製造ものづくり改革による原価 
 低減 
・子会社における販売単価の改善 
⇒9億96百万円の増益 

【減益要因】 
・原材料コスト、労務費、経費の 
 増加 
⇒3億24百万円の減益 

【売上高】 

【営業利益】 

地方エリア 
+2 



  

■重点施策の進捗 
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◆重点施策① 東京エリアの営業活動 
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【東京エリア 売上高計画】 ■上期実績 
 空室率の低さもありオフィス市場が低迷し、東京エリア 
 全体で前期比2.7％減少。 
 
■下期の取り組み 
・東京ショールームの活用 
 11月21日にリニューアルオープン。 
 実際の商品を体感していただき、お客様へ提案。 
 
・新商品の投入とデザイン提案活動の強化 
 ガラスパーティションのオプション充実など、多様化 
 するお客様の要望に対応。 
 
・新築工事などの設計織込活動強化 
 

18/3月期（予） 17/3月期 

前期比 
102.7% 

前期比 
101.4% 

前期比 
97.3% 

前期比 
102.0% 

前期比 
107.9% 

前期比 
100.9% 

16/3月期 

前期比 
109.0% 

前期比 
110.7% 

前期比 
107.3% 

ガラスパーティション 
『ＢＲＩＤＩＡ（ブリディア）』 

東京ショールーム 
（11月21日リニューアル） 
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【医療・福祉 売上高計画】 

◆重点施策② 医療・福祉施設向け営業活動   

■上期実績 
全国への販売促進と設計織込活動の強化により、前期比 
2.8％伸張。 
 
■下期の取り組み 
・全国での拡販強化を継続 
 
・他社の追随を許さないお客様視点の差異化商品を開発 
 「やさしいドア」 
 
・2018年の法改正（診療報酬・介護報酬改正）に伴う病院 
 改修工事の活性化に向けた商品提案 
 ⇒得意とする木製品で病院市場への設計織込活動強化。 
 （病室ドア、病室改修、ナースステーション周辺） 
 

18/3月期（予） 17/3月期 16/3月期 

前期比 
104.6% 前期比 

106.9% 

前期比 
102.8% 

前期比 
89.1% 

前期比 
106.2% 

前期比 
118.2% 

「やさしいドア」 トータル提案事例 

前期比 
93.8% 

前期比 
99.8% 

前期比 
90.4% 



◆重点施策③ 市場開発機能の強化 
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【設計織込高 計画】 
■上期実績 
建築士向け研修支援への協力による関係強化や、人員増に
よる体制強化を図りながら活動したが、競合他社との競争
激化もあり、ほぼ横ばいの前期比0.4％伸張。 
 
■下期の取り組み 
・建築士向け研修支援への協力を継続 
 
・学校市場への活動強化 
 文部科学省の掲げる「学校施設の長寿命化改修」に沿っ 
 た営業活動。 
 （後付間仕切の普及促進と設計織込活動） 
 
・病院市場への活動強化 
 2018年の法改正を見据えた設計織込活動。 
 

18/3月期（予） 17/3月期 16/3月期 

前期比 
110.1% 

前期比 
117.8% 

前期比 
100.4% 

前期比 
118.9% 

前期比 
119.1% 前期比 

116.8% 

前期比 
165.8% 

前期比 
212.3% 

前期比 
138.2% 



◆重点施策④ 海外事業展開 

【中国 国内売上高】 
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18/3月期（予） 17/3月期 16/3月期 

前期比 
147.7% 

前期比 
82.1% 

412 

271 

1,088 

744 

355 

881 

前期比 
70.1% 

前期比 
152.0% 前期比 

76.3% 

前期比 
146.2% 

前期比 
84.4% 

前期比 
70.3% 

前期比 
70.0% 

■上期実績 
経営体制を見直し、代理店営業の強化を図りながら強みで
あるパネル製品を中心に販売促進と販売単価の改善を進め
た結果、前期比52.0％伸張の4億12百万円。 
 
■下期の取り組み 
・代理店営業の強化 
 
・モノづくりにおいて、親会社の技術・ノウハウの水平展 
 開による原価低減と経費削減 
 
・シンガポールを基軸に、東南アジアでビジネスパート 
 ナーとの協業体制立ち上げ 
 ⇒ベトナム、インドネシアに注力 
 

1,015 

1,500 

1,236 

中国武漢市での展示会 
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◆設備投資計画 

■下期投資計画：9億46百万円を計画 

【内訳】 
 生産設備     7億74百万円 
 情報システム   1億49百万円 
 国内子会社       23百万円 
 
【主な内容】 
 生産設備 
  合理化、老朽化対応 

 情報システム 
  生産系システム再構築 

 国内子会社 
  生産設備合理化、老朽化対応 
 
■減価償却費 

 ほぼ前期並みの計画 

 

(単位：百万円) 

上期実績 260百万円 

下期計画 946百万円 

15/3月期 16/3月期 17/3月期 18/3月期（予） 



  

■中期経営計画 
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Ⅱ. セグメント別売上高推移 

◆中期経営計画 
Ⅰ. 連結業績目標 

（2017年4月28日修正） 

（単位:百万円） 

16/3月期 
（実績） 

16/3月期 
（計画） 

17/3月期 
（計画） 

17/3月期 
（実績） 

18/3月期 
（予想） 

31,700 
31,106 31,070 

30,800 

32,000 

■ 2016年3月期（1年目） 
売上高は若干未達成となったが、各利益に
おいてほぼ計画どおりの実績。 

■2017年3月期（2年目） 
市場環境の変化による競合他社との価格競
争も激化し、業績予想を修正。 
結果として、中期経営計画に対して大幅な
未達成。 
その実績を踏まえ、最終年度にあたる
2018年3月期の計画を修正。 

■2018年3月期（3年目） 
売上高320億円、営業利益17億80百万円、
経常利益17億90百万円、親会社株主に帰
属する当期純利益を10億円とし、目標達成
に向けて取り組む。 
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■トピックス 

20 



◆トピックス① ＣＳＲ活動 
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●持続可能な開発目標（SDGs）への取り組み 

 持続可能な開発目標(SDGs)、通称「グローバル・ゴール
ズ」は、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、すべての人が平
和と豊かさを享受できるようにすることを目指して、国連加盟国
によって採択された普遍的な１７の国際目標です。 

 私たちコマニーグループは、「人道と友愛」の精神と、CSR方
針にある「企業は世の中の幸福に貢献するために存在すべき
である」という信念のもと、「持続可能な開発目標」に賛同し、
持続可能な未来を築いていくことに努めてまいります。 

コマニーグループＣＳＲ方針 

 私たちコマニーグループは、企業は世の中の幸福のために存在すべきであるという信念のもと、創業当初より貫いてきた人道と友愛の精神を
もち、幸福にすべき全てのステークホルダーの皆様、社会全体との共存共栄のうえに持続可能な未来を築いていくことに努めてまいります。 

1 お客様第一の追求 
私たちは、お客様に感動と満足を得ていただくため、商品の開発から販売・生産・施工・サービスに
至るまで、常にお客様を第一に考え、安全で高品質な、環境に優しい商品をご提供することによっ
て、快適空間・機能空間を創造してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 地球環境との共存 
私たちは、後世に美しい地球環境を残すため、「パーティション」そのものがもつエコ特性を活かし、
商品展開を推進すると共に、生産活動において発生するエネルギーに対しても省エネ対策に取り
組み、自然と共生できる企業活動を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 人間性尊重の職場づくり 
私たちは、すべての従業員が主役となり、働きがいと成長を感じられる職場環境を実現するため、
一人ひとりの人間性を尊重し、活躍の場を与えられる制度づくりと、常に明るく前向きに活動できる
組織風土づくりに努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

5 社会貢献活動 
私たちは、将来にわたって子どもたちに明るい未来を残すため、従業員自らの良心によって主体的
に活動することを基本に考え、地域貢献、日本貢献、世界貢献に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

6 コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方 
私たちは、経営の理念をもとに、企業価値を増大させ、経営効率を高め、公正で迅速な意思決
定の向上に努めていくことをコーポレート・ガバナンスの基本方針としております。 
今後も経営の健全性および透明性を確保するために、経営監督機能および法令遵守体制強化
の重要性を認識し、コーポレート・ガバナンスの充実を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

2 お取引先様（サプライヤー）とのパートナーシップ 
私たちは、お取引先様とともに技術を高め、世の中の成長・発展に貢献するため、誠実で公正な
取引を旨とし、パートナーとして共存共栄の関係を築き、最適な商材を安定的に供給することを目
指してまいります。 

 



◆トピックス② 納入事例 
お客様に常に魅力ある商品を提供し続けております 
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■シェアオフィス『+ＯＵＲＳ（プラスアワーズ）』 

 ２０１７年７月に東京駅・八重洲口にオープンした
、東京建物様のシェアオフィス『＋ＯＵＲＳ（プラス
アワーズ）』の空間創りにご協力させていただきまし
た。 
 
 商品： ＢＲＩＤＩＡ（ブリディア） 
              ツインガラスタイプ 
 

■成田国際空港第二ターミナルビル 

 ２０１７年８月にリニューアルされた成田国際空港
第二ターミナルビルのトイレに、大きな手荷物やスー
ツケースでも中に入れるユニバーサルデザイントイレ
ブースをご採用いただきました。 
 
 商品： Ｄｅａｒ－ｄ（ディアード） 
 



■参考資料 
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経営の理念 

『全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、 
                 人類、社会の進歩発展に貢献する』 

社是 

『我等の精神は人道と友愛である』 

24 

しあわせ 



◆会社概要 

4 

■商         号    コマニー株式会社  ＣＯＭＡＮＹ ＩＮＣ．  

■本         社    石川県小松市工業団地一丁目93番地  

■設         立    1961年（昭和36年）8月18日  

■資   本   金     71億21百万円  

■従 業 員 数     （連結）1,485名 （単体）977名 

■事 業 内 容   パーティション（間仕切り）の開発、設計、製造、販売および施工 

         ならびにパーティション関連の内装工事、建具工事 

          建築工事業               国土交通大臣許可（特-26）第3669号 

          内装仕上工事業         国土交通大臣許可（般-26）第3669号 

          建具工事業               国土交通大臣許可（般-26）第3669号 

■株 式 市 場   東証二部 名証二部  証券コード：7945 

■株 式 総 数   9,924,075株  

■取 引 銀 行   北陸銀行、北國銀行、日本政策投資銀行、三菱東京UFJ銀行、 

         みずほ銀行、三井住友銀行 

                                                

（2017年9月30日現在） 
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◆沿革 
1961年 小松キャビネット株式会社設立 

1970年 社名を株式会社コマツパーティション工業に変更 

1980年 パーティション業界 売上高第1位達成 以降、業界のリーディングカンパニー 

1984年 社名をコマニー株式会社に変更 

1985年 デミング賞実施賞中小企業賞を受賞 

1989年 株式を名古屋証券取引所市場第二部に上場 

1991年 キヤップ株式会社(現コマニーエンジニアリング)を設立 

1995年 独立採算制度を導入（アメーバ経営導入） 

1996年 1996年度ＴＰＭ優秀賞第一類を受賞 

1996年 格満林国際貿易(上海)有限公司を設立 

1997年 クラスター株式会社を設立 

      格満林(南京)実業有限公司を設立 

1998年 格満林(南京)装飾建材有限公司を設立 

1999年 1999年度ＴＰＭ優秀継続賞第一類を受賞 

      ISO 9001認証取得 

2001年 ISO 14001認証取得 

2002年 ISO9001認証を2000年版に更新 

2003年 子会社格満林(南京)実業有限公司がISO14001:1996認証を取得 

2005年 ISO14001認証を2004年版に更新 

2011年 南京捷林格建材有限公司を子会社化 

2012年 格満林(南京)新型建材科技有限公司を設立 

2014年 格満林(南京)実業有限公司を売却 

2015年 東京証券取引所市場第二部に上場 

2016年 コマニー株式会社創立55周年 

5 26 



◆事業内容 

オフィス 

公共・商業 

施設 

工場 

住宅・マンション 
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パーティションのトップメーカーとして「お客様のそばには常に当社の 
商品があり、誰もが心地よく感じるような空間」を提供する 

医療・福祉 

施設 
教育施設 



◆連結業績の推移（売上高・営業利益） 
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＜ご案内＞ 
本資料に記載された見解、見通し、ならびに予測等は資料作成時点での弊社の判断であります。 
その情報の正確性を保障するものではありません。市場環境等の様々な要因により、今後の業績は本資料
の内容と異なるものとなる可能性があります。ご承知おきのほど、お願い申し上げます。 


